
会場に入ると武者震いを感じた。春の同

展示会とはまったく様子が違うのだ。会場

の熱気と入場者の数で一瞬立ち止まってし

まった。急成長するインターネットという

怪物に飲み込まれてしまう錯覚を感じた。

全体的にいえるのは、ソフトとサービスを

提供する会社の出展が多くなっていたこと

だ。ハードウェア会社はノーザンテレコム

などの大企業がつきあい程度にブースを出

していたが、それらはやはり素通りされて

いる。IBMもハードよりも同社の提供する

ネットワークプロバイダーサービスに説明の

重点をおいていた。例外的にはLivingstone

社（www.livingston.com）のように、プ

ロバイダーからの人気が高い製品群を出し

ている会社はブースの面積も展示会ごとに

広くなっている。それと相対するかのよう

に、新興のソフト会社やサービス会社は20

代前半の説明員（本業は開発エンジニアで

ある場合が多い）がポロシャツのユニフォ

ームで熱っぽく自社の製品をアピールして

いるのが印象的だ。

複雑・巨大化する

インターネット上のビジネス

インターネット上でのビジネスはかなり

複雑になりはじめている。一昔前のように、

数人でいいソフトやサービスを提供するだ

けではビジネスとしてなりたたなくなってい

る。一見どうやって収入を見込んでいるの

かわからないブースも多く見られた。Secu-

rity First Network Bank（www.sfnb.com）

はインターネット上での米国で最初の銀行

である。同行ではインターネット上で口座

を開設したり、送金や振り替えの手続きが

できる。残念ながら現在のところ日本から

口座を開設することは許認可の問題ででき

ないが、96年の夏をメドに海外からの口座

開設も受けつけるという。さて、この銀行

はインターネット上で銀行業務を開始した

わけだが、「競合他行がこの市場に参入す

るのは時間の問題ではないのか？」との問

いには、「そのとおり、僕たちは銀行業務

でお金を儲けようとしているのではなく、他

行が後にインターネットバンキングに進出

するさいに僕たちが構築したソフトウェア

とセキュリティそれにコンサルティング業務

をそれらの銀行に販売することをビジネス

にする」との答えに納得。

サーチエンジン各社は現在、サーチエン

ジンのサイトに広告を載せることにより運

営している場合が多い。OPEN TEXT

（www.opentext.com）はサーチエンジンサ

イトを提供している。同社は8台のDEC

Alphaマシンをサーチエンジンサイトのため

に使用している（なんと1台につきメモリは

1Gバイトと8台のメモリだけで3千万円以

上）。「広告収入だけで食っていけるか？」

の問いには「サーチエンジンソフトの販売
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10月30日から11月1日までの3日間、米・ボストンのワールドトレードセンターにおいて、インターネットワ

ールド'95 Fallが開催された。インターネットワールドはインターネット関連では最大規模の展示会である。インタ

ーネットに関連する企業の動向をうかがうために日本人を含む多数の入場者があった。

news.
INTERNET

WORLD95 FALL
Newsgroup:news.internet

ウィンドウズ95が11月23日ついに国
内発表（221ページ）。海外のイベン
トではインターネットニュービジネスの
勢いを見た。

インターネットビジネスの急成長を感じさせる
サービス企業の出展

レポート・大橋禅太郎　Nictrix/3C-Research（zen@three-c.com）

インターネットワールド'95Fall開催

複雑化・巨大化する
インターネット上のビジネス
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を主体としている」とのこと。「サーチエン

ジンをやる人（企業）なんてそんなにいな

いから、本数がそんなに出ないのでは？」

と再び質問すると、「企業内でのサーチ需

要は、潜在的な巨大マーケットなんだ。た

とえば、去年自分で作った出張報告書がワ

ープロのどのファイルだったか探すだけで一

苦労だろ。これを企業内のファイルはワー

プロ、スプレッドシート、データベースを

問わず、すべて社内からしか見えないサー

チエンジンに登録しておけば（登録は自動

的に行われる）、社内に存在する眠ってい

る情報を活用できるようになる。とくに研

究機関なんかでは需要が高い」とのことで

これまた納得。また、社員数も最低20人

規模の会社が多くなっており、外からの資

金が入っていない数人で運営している会社

は、ブースの作りを見ても「ジリ貧」とい

った印象を受けてしまう。

アメリカオンラインでは昨年から行われ

ているGREEN HOUSEプロジェクトのブー

スを出展。これはネット上で実現可能と思

われるビジネスアイデアを募集し、いける

と思われたアイデアに6桁（数千万円）の

投資をし、そのスタートを助けるというも

の。すでに6つのアイデアが投資を受け、事

業を準備または開始している。こういった

プログラムから投資を受けられるチャンス

はアメリカではかなりある。

「ヒット数」は無意味?

アクセスデータ分析技術

サイトの人気の指標としては、そのサイ

トにどれだけの「ヒット」があったかが一

般的には使われている。ここで、その100

万ヒットって結局何人？といった問題が出

てくる。これからは、I/PRO社（www.

ipro.com）やNetCount社（www.net-

count.com）のように、実際に何人がアク

セスしたかをモニターすることが主流にな

るかもしれない。これらのソフトウェアはIP

アドレスの数を単純に数えるだけではなく、

プロキシーサーバーのIPアドレスからのカ

ウントは統計的に何人のアクセスに相当す

るかなどの計算も行っている。「宣伝媒体

としてウェブスペースを販売するためには

不可欠なツールですね」との筆者のコメン

トに「たしかにそれは一つの使い方です。

メインターゲットはあくまでもいいサイトを

作りたいと願っているウェブマスターたち。

我々のソフトウェアは単純なカウントだけ

でなく、あるページからあるページへどう

人々がブラウズしていくかなどの情報も提

供しており、それらの情報をもとに、人々

が見たい情報と自社が発信したい情報をミ

ックスさせることができるのです」とのこと

であった。なお、これらのアクセス情報収

集ツールはアクセス元のドメイン名を会社

名に自動変換し、企業データベースとリン

クすることにより、アクセス元の業種や従

業員数などの統計も取れる。 現在のとこ

ろ、他社のウェブに広告を掲載した場合、

どれだけの人がその広告を見にきたのかは、

ウェブの持ち主の言う言葉を信じるしかな

い。Web Track Magazine社（www.web

track.com）はヒット数監査のサービスを来

春より開始すると発表。この監査サービス

は雑誌などの発行部数の監査で有名なABC

（Audit Bereau of Circulations）と提携して

行われる予定である。

サーバー製品も転換期

変化するビジネスチャンス

一昔前までは、自社にUNIXサーバーを

導入する会社は、ある程度の規模がある会

社で、経験豊富なUNIXのシステム管理者

がいる場合が多かったが、専用線の導入が

増えるのに伴い、素人rootが多数登場し、

サーバーの設定に苦しんでいる。System

Management ARTS社（www.smarts.com ）

ではグラフィックユーザーインターフェース

を採用したシステム管理ツールを展示。簡

単 な設 定 をアピールするためにS u n

Microsystems（www.sun.com）では、

Netraのみを展示するといった具合である。

Clarinet Communications社（www.clar-

inet.com）ではニュースグループをカテゴ

リー別に再ソートするソフトウェアを展示。

同社ではプロバイダーなどが付加価値をつ

けるための道具としてソフトウェアを販売

している。このほかそれこそ数え切れない

会社が、変化しつづけるインターネットの

ビジネスチャンスをものにしようと製品を

アピールしていた。 来年は米国内外を含め

て合計10回のインターネットワールドが開

催される予定だ。それらの展示スペースも

ほとんど売約ずみ。春にサンノゼで感じた

確実な成長の予感は今現実のものとなりつ

つある。
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創ろう」「未来の教育を考えよう」「地球の

自然を守ろう」「グローバルコミュケーショ

ンを実現しよう」「インターネット・ホット

ライブ」をテーマに、事前のインターネッ

トによるオンライン会議で出された意見を

もとに討議した。

11月2日の全体会議では多摩市内の2会

場と大阪のサテライト会場をオンラインで

結び、討議内容が報告された。このうち争

いの問題では、紛争の要

因がコミュニケーション不

足にあるとして、多くの

人がインターネットでコミ

ュニケーションする機会を

増やし交流を深めること

が有効と報告。教育問題

ではコンピューターネット

ワークを使った授業を取

り入れることで子供たちが

自分のペースで楽しく学

ぶことができるようになると

提案した。全体会議の最後には、音楽の

分科会が事前にインターネット使って共同

で作曲したテーマ音楽を生演奏した。今後、

さらにオンライン会議を続け、96年2月を

メドに結論をまとめる。

問い合わせ●（株）CSK内GIIジュニアサミッ

ト'95事務局TEL03-3340-1861

電子メール●summit-admin@jrsummit.org

jhttp://www.jrsummit.org/
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■ 「キッズスペース」も受賞マルチメディアグランプリ95

（財）マルチメディアソフト振興協会

（略称MMA）が通産省の共催のもとに開

催している「マルチメディアグランプリ」。

その95年の受賞者が決定した。95年7月か

ら9月上旬にかけて作品を募集、「インタラ

クティブ分野」「ノンインタラクティブ分

野」の両部門に合計451作品が寄せられた。

インタラクティブ部門の最高賞である通

商産業大臣賞には㈱ワープが制作した32ビ

ットビデオゲーム機対応の「Dの食卓」が

輝いた。「ノンインタラクティブ分野」の最

高賞にあたるMMA会長作品賞には、米ナ

ショナルセンター・フォー・アトマスフィ

ア・イン・リサーチ社の「The Visible

Human Project」が、また、製作者に与え

られるMMA会長賞は、フューチャーパイ

レーツ㈱の高城剛氏が受賞した。

応募作品のほとんどがインターネット上

のホームページだったネットワーク部門の

最優秀賞は、大庭さち子氏が主催する「キ

ッズスペース」に決定した。これは子供た

ちの作品を掲載し、子供どうしの国際交流

の場を提供している（http://plaza.inter-

port.net/kids_space/）。そのほか阪神大

震災でいち早く情報発信を行った神戸市も

パブリック賞を受賞した。ネットワーク部

門の各賞受賞者は次のとおり。

●アート賞「連歌－Renga-」

安斎利洋氏、中村理恵子氏

jhttp://renga.nttic.or.jp/

●エンターテイメント賞

「SEA TV HOME PAGE」SEA TV

jhttp://seatv.nttlabs.com/seatv/

●ビジネス賞

「オートアクセルトゥデイ」(有）シーワークス

jhttp://www.autoaxel.com/JAPAN/

●パブリック賞

「神戸インターネットサービス」神戸市

jhttp://www.kobe-cufs.ac.jp/kobe-city/

●特別賞

「朝日新聞asahi.com」朝日新聞社

jhttp://www.asahi.com/

「BIGTOP」ソニーミュージックエンタテイメント

jhttp://www1.sony.co.jp/InfoPlaza/SME/

ネットワーク部門最優秀賞のキッズスペース

■ 地球救出テーマに子供の目から情報を討議GIIジュニアサミット'95

世界的な情報ネットワークとして提唱さ

れているGII（Global Information Infra-

structure）について、その利用法を子供た

ちに考えてもらおうとの国際会議「GIIジ

ュニアサミット'95」が10月31日～11月3

日の4日間、東京・多摩市で開かれた。主

催は同サミット推進会議（議長：山口開

生NTT会長）で、世界各国から約40名の

子供たちが参加した。今年2月にベルギ

ー・ブラッセルで開かれた「G7情報通信関

係閣僚会議」の席上で、利用者の立場か

らの議論が不足しているとの指摘があった

ため、将来、実際に利用者となる子供たち

の意見を聞くことが重要との考えから開催

された。

サミットでは「地球救出作戦」を全体テ

ーマとして、子供たちが5分科会に分かれ

て議論。5分科会では「争いのない地球を 40か国から集まった子供たち
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■ 大手自動車メーカーがホームページで発信東京モーターショー

10月27日から11月8日まで幕張メッセ

で開催された第31回東京モーターショーで

は、大手自動車メーカーによるインターネ

ットでの情報発信が盛んだった。

ホームページでモーターショー関連の情

報を扱ったのは、トヨタ、日産、ホンダ、

三菱の4社。さらに主催した自動車工業振

興会によるオフィシャルページも作られた。

なかでも日産と三菱、そしてオフィシャル

ページは会場にカメラを設置して定点観測

するという熱の入れようだった。とくに日

産はブースの一角にスタジオを設け、ガラ

ス越しにスタッフがデータを作成している

姿を見られるようにしていた。また、トヨ

タ、日産では休憩コーナーにパソコンを配

置、ネットサーフィンできるようにもして

いた。会場外ではパソコンを数台ならべて

「インターネット体験コーナー」が設けられ、

オフィシャルのページをモニターに映し出し

て見せていた。ホームページには出展車の

説明や会場への交通など各社とも多彩な情

報を掲載している。各社とも、終了後もし

ばらくは情報を掲載するとのこと。また、

オンラインマガジンの「テレパーク」が独

自にモーターショー関連の特集を行ってい

る。まさにインターネットブームが起きた

モータショーだった。

■ インターネット関連の新技術をアピールNTTコレクション'95

NTTグループは、10月26日から27日に

東京都科学技術館で「NTTコレクション

'95」を開催した。NTTコレクションは、

NTTおよび関連会社が新技術を紹介する

ための展示会で、今回はインターネット関

連の展示がとくに目立った。注目すべき点

は、NTTが先日明らかにした「OCN構想」

を、大画面のプロジェクターを使って大々

的にアピールしていたこと。具体的な説明

は十分にされなかったが、既存の電話網と

は違う新しいオープンな通信網を創設する

という構想の大枠を紹介していた。

また、ISDN回線網も強くアピールして

いた。プレゼンテーションでは未来のさま

ざまな構想を語る一方、「今日からできる

マルチメディア」としてISDN回線のメリ

ットを強調していた。夜間定額制「テレホ

ーダイ」をISDNにも適用する予定がある

ことなども説明、さらに展示会場では

ISDNだけで1つのブースを作っていた。

NTTデータ通信によるオンラインショッ

ピングサービス「Virtual Mall」やカード会

社のユーカードによる電子決済システム

「VPC（仮想プリペイドカード）」の展示も

見られた。とくにVPCは、インターネット

でのカード決済での利用を主な目的とした

ものであり、注目される。

変わり種としては、赤外線によって手軽

にパソコンからISDNへの通信を可能にす

る「IrTAステーション」。街角で公衆電話

感覚で使うことを想定されている。ケーブ

ルを持つ必要がない、次世代のモバイルコ

ンピューティング環境として期待される。

そのほかにも、ビデオオンデマンドのシ

ステムや、インターネットへの接続サービ

スの紹介、企業通信向けのハードウェアな

ど、多彩に展示されていた。NTTのインタ

ーネットへの意気込みが強く感じられた2日

間だった。

定点観測カメラで会場の雰囲気を伝
えたオフィシャルホームページ

プレゼンテーションで紹介されるOCN構想

NTTデータ通信によるショッピングモールサービス

jhttp://teleparc.infoweb.or.jp/tms/（オフィシャル）

jhttp://www.nissan.co.jp/ms95/index.html（日産自動車）

jhttp://www.toppan.co.jp/honda/motor-show/honda_mag.html（本田技研）

jhttp://www.inter-g7.or.jp/mmc-tms/index.html（三菱自動車）

jhttp://www.toyota.co.jp/Motorshow/index-j.html（トヨタ自動車）

jhttp://teleparc.infoweb.or.jp/ja/motor1/teaser.htm（テレパーク）
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■ APEC大阪でインターネット活用新技術を使って関西情報を発信

11月15日から5日間、18か国の首脳が

集まって開催されたAPEC（アジア太平洋

経済協力会議）大阪会議。大阪市ではこ

の会議に伴ってさまざまなイベントが開か

れたが、インターネットを使った関西から

の情報発信も、かつてなく大規模に繰り広

げられた。

WWW 上でその中心になったのは、

「 A P E C ' 9 5 関 西 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.apec.or. jp/）」である。

APECのインフォメーションを提供するだ

けでなく、「サイバー関西」というホームペ

ージで音声・映像を駆使した関西情報が提

供された。

「最初はAPEC支援ためにインターネッ

トで何かしようということでミーティングを

進めたのですが、どうせやるなら今インタ

ーネットでできることを何でもやってみよう

ということになりました」と語るのは、今

回コンテンツ制作を指揮した電通関西支社

メディア開発部の三浦文夫氏。APECのた

めに、関西の大学・企業・行政団体が集

まり、APECインターネットプロジェクト推

進チームを結成。技術面では大阪大学、

奈良先端科学技術大学院大学、機材では

松下電器産業、住友電気工業、コンテン

ツ面では電通関西支社や朝日放送、地元

の出版社やFM局などが協力したという。

APECの会場周辺には156Mbpsの高速

回線を施設。関係者が滞在する大阪市内

のホテル、プレスセンターのある大阪城ホ

ール、松下のショールームがあるツイン21、

NEC C&C関西プラザの各拠点からサーバ

ーセンターのある大阪マイドームへとつな

ぎ、そこをNOCにして外部のインターネッ

トへ接続した。「近未来の高速なインター

ネット環境をAPEC会場周辺に作り、その

環境下でどんなことができるのかを実験し

ました」と三浦氏。

まず、朝日放送で午後6時から放送され

るローカルニュースのビデオ画像を自動的

に編集してサーバーへ送り、インターネッ

トへ流す「ニュース・オン・デマンド」を

公開した。11月14日には、ATCホールで

開催されたアジア太平洋ミュージックフェ

スティバルの模様をマルチキャスト技術

MBoneで生放送。外国人向けのマルチリ

ンガル放送局として10月に開局した「FM

こころ」というFM局は、StreamWorksを

使って生放送を行った。

さらに、大阪府警の交通情報センターと

大阪大学を64Kbpsで結び、道路交通情報

をWWW上で提供したほか、千葉・幕張

にあるウェザーニュース社の気象情報から

天気予報をインターネット経由で受信して

流した。

APEC終了後、使われた高速回線設備

はすべて撤去される。しかし、「サイバー関

西」のページは12月末まで開設される予

定。
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大阪ビジネスパーク・ツイン21の１階がラボセンターとな
り、ボランティアスタッフがサイバー関西のページを連夜
制作。ここにあるパソコンWOODYはMPEGボードを装
備しており、156Mbpsの回線から流れてくるニュース映
像を専用ビューアーで見ることができた。APEC終了後、
このスペースはインターネットカフェとなる。

関西C&Cプラザでは、外国人記者向けにインフォメーシ
ョンサービスをするほか、約30台のパソコンを置いたイン
ターネットコーナーを設置。ここでは1.5Mbpsの回線が2
本引かれており、自由に利用できるようになっていた(一
般公開は２日間のみ)。インターネットコーナーの隣では
関西の地域資料展も開催。

吉本興業や宝塚の情報、関西のコマーシャル映像などエ
ンターテイメント情報も多いサイバー関西

渋滞の様子がわかる大阪府警の交通情報は大阪大学を経
由して30分おきに更新される。

大阪市内のいろいろな場所にインフォメーションコーナー
があり、グリーンのジャケットを着たAPECスタッフが対
応する。その1つである新阪急ホテルのロビーには、ダイ
アルアップの端末が2台置かれ、事務局から派遣されたコ
ンピュータ日本学院専門学校生２人がサポートに当たっ
ていた。

編集部注）
より詳しいレポートを次号で予定しています。
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日本ユニシスによる「U-netSURF」や沖

電気による「PTOP」、三菱電機ビジネス

システムによる「M-Bird」、全日空システ

ム企画が運営する「ANANET」、ソニーコ

ミュニケーションネットワークなど、大企

業およびその関連会社による参入が増えて

きた。1月に開始を予定していたキヤノン

販売による「FastNetInternetExchange」

も開始を前倒し、すでに営業を開始してい

る。ソニーコミュニケーションネットワーク

については、従来関連会社の「ソニーシス

テムデザイン」が運営していた企業向けの

サービス「Synfony」とは別に、個人向け

のサービスとして新たにサービスを開始す

る。

一方、地方でのプロバイダー設立の勢い

もまったく衰えていない。とくに最近では、

従来プロバイダーが少なかった北関東でプ

ロバイダーが増えてきている。栃木県高根

沢町の「栃木インターネット」、栃木県足

利市の「両毛インターネット」、埼玉県熊

谷市の「KuMaGaYaNet」などだ。北関東

在住の人で、「アクセスポイントが近くにな

い」と悩んでいた人には朗報である。

また、東京23区内でのプロバイダーがコ

ンスタントに増える一方で、東京都下のプ

ロバイダーも増えてきた。95年秋から多摩

市や町田市などで新たなプロバイダーがア

クセスポイントを開設してきたが、立川市

でもスポーツマンの運営する「ビークル」

が12月から開始する。

神奈川県でもプロバイダーの増加が目立

つ。相模原市ではエイム電子が運営する

「NET16さがみ」が開始。「インターネット

ガーデンシティ」が横浜で開始するほか、

ニートウェアの運営する「ダイナミックビ

ジネスパーク」が横須賀、逗子、葉山など

市外局番が「0468」の地域でダイアルアッ

プのアクセスポイントを開設する。茅ヶ崎

市でもシステムプランウィングスが「SPW

SHONAN インターネット」を開始。また

先月号でもお伝えした高速情報通信システ

ムの「HITSインターネット」も、茨城県

北部の高萩市にアクセスポイントを開設し

た。関東全域でアクセスポイントの拡充が

進んでいる。

四国や九州でも地元企業によるプロバイ

ダーが増加している。インターネット香川

が運営する「虹Net」は香川県の高松市と

丸亀市にアクセスポイントを開設。また香

川 県 地 域 情 報 化 推 進 協 議 会 も

「KAGAWA-NET」を開始する。九州では

熊本でMACが「インターサーブ」を開始。

また鹿児島では「シナプスインターネット

サービス」が開始する。また佐賀では佐賀

新聞が96年春からの開始を発表した。

最近の新しい動きとして、特定の業種を

主な対象としたサービスも出てきた。医師

を対象としたメディカルバンクジャパンが1

月から開始する。特定業界に限定したもの

ではないが、インターネットラテラでは、一

般の人向けにグループ割引や開局記念プレ

ゼントとして飲食店やレジャー施設の割引

などユニークな特典を設けているほか、旅

行業界で働いている人向けの割引がある。

また、大阪の「ilinx」が一般企業向けの

サービスのほかに、マンションへのインター

ネット普及を図っている。料金はマンショ

ンのオーナーではなく住民が直接支払うと

いうシステム。現在、同社のシステムを利

用した「インターネットマンション」はす

でに1件あるという。

既存プロバイダーで大きな動きがあった

のが富士通のInfoWeb。開始は未定だが、

商用BBSのニフティサーブの会員が現行の

IDのままでInfoWebのサービスを使用でき

るようにすると発表した。また同社は、11

月から自社のFENICSパケットネットワー

クを使ったアクセスポイントの拡充を行う。

当初は14.4Kbpsのアクセスポイントが78か

所、28.8Kbpsは6か所。そのほかオンライ

ンサインアップで加入の申し込みをすると

IDと仮パスワードがその場で発行されるよ

うにオンラインサインアップ機能を強化す

るなど、個人向けサービスを大幅に強化す

る方針を打ち出した。

バックボーン回線を強化する動きも目立

つ。IIJは11月3日に米国への回線を現在

の3Mbpsから合計6Mbpsに増強するほか、

12月中には国内の大阪と東京の間の回線

を45Mbpsにする予定。また、ASAHIネッ

トは従来のIIJとの接続のほか、新たにイン

ターネットKDDとNSPIXPに1.5Mbpsで

接続した。グローバルオンラインもNSPIXP

との回線を512Kbpsから1.5Mbpsに増強

した。またAT&T Jensが運営するSPINイ

ンターネットサービスも個人向けにダイア

ルアップサービスの提供を始めると発表。

詳しい日程は未定だが、96年の上半期中

には開始する見込み。

また、従来OS/2 ワープのユーザーを対

象としていたIBMインターネット接続サー

ビスは、ウィンドウズ3.1ユーザーも対象と

してサービスを提供することになった。日

本IBMが、サービスを利用できるプロトコ

ルスタックとして挙げているのは12月から

ネットマネージ・ジャパンが販売を開始す

る「Internet Chameleon4.5日本語版」。

（注）問い合わせは巻末の「料金一覧」をご覧ください。

新規プロバイダー情報

ProviderNewsgroup: news. internet.

プロバイダー増加の勢い止まず
大企業による参入相次ぐ

InfoWebがニフティサーブとの連携
を強化・IDはそのままで接続可能に
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■ ウィンドウズ95とそのファミリー製品いよいよ国内発売スタート！

マイクロソフトはウィンドウズ95とその

ファミリー製品を11月23日の午前0時より

いっせいに発売する。

「マイクロソフトウィンドウズ95オペレー

ティングシステム」の対応機種は、NEC

PC-9801およびPC/AT互換（DOS/V）機。

価格は29,800円。ウィンドウズ3.1ユーザ

ーのためのアップグレード用は、CD-ROM

版13,800円、フロッピーディスク版が

16,800円。ウィンドウズ95をさらにパワー

アップするための「マイクロソフトプラス

フォーウィンドウズ95」は、CD-ROM版フ

ロッピーディスク版ともに6,800円。エクセ

ル、ワード、パワーポイント、スケジュー

ルプラスなどが入った「マイクロソフトオ

フィスフォーウィンドウズ95」も出荷を開

始した。

発売に合わせてウィンドウズ95を使った

世界的パソコン通信サービス「MSN、

ザ・マイクロソフトネットワーク」の日本

語サービスもスタート。これは世界50か国

以上からアクセスできる。現在は14400bps

の通信速度に対応しており、将来はISDN

回線に対応した64Kbpsのサービスも計画

している。サービス内容としては、電子掲

示板（BBS）、ファイルのダウンロード、チ

ャット、電子メール（インターネットとも

送受信可能）、ニュースグループなど。コ

ンテンツプロバイダーの提供する情報も利

用できる。「マイクロソフトプラスフォーウ

ィンドウズ95」のインターネットジャンプ

スターターキットを使えば、WWWにも

MSN経由でアクセスすることができる。よ

り本格的なTCP/IP接続によるサービスは、

来春開始を予定。料金は月額10米ドルで

月2時間まで利用可能超過分については1

時間あたり12米ドル。加入後1か月間は試

用期間として2時間までの利用が無料とな

っている。

問い合わせ●マイクロソフト㈱インフォメーシ

ョンセンターTEL03-5454-2300

電子メール●navi-staff@web.ad.jp

コンビニエンスストア「ローソン」でも予約を受け付けた
Win95

■ インターネットで「文字放送」インプレス・ラボがシステム開発

インプレスの技術研究部門であるインプ

レス・ラボでは、インターネットに接続し

たパソコンの画面にニュースなどの情報を

強制的に表示するシステム「Internet

TELETEXT」を開発、11月24日よりイン

プレス・サーバーで実験を開始している。

このプログラムはサーバー用とクライア

ント用からなる。サーバー用は現在ウィン

ドウズNTで動作する。クライアントソフト

はマッキントッシュ用、ウィンドウズ用が

あり、ウィンドウズ95でも利用できる。

サーバー側には表示すべきテキストデー

タベースを用意し、クライアント側から5分

ごとにサーバーのテキスト情報を読みにい

くしくみで、新しい情報があれば、それを

クライアントの画面に自動的に表示すると

いうもの。インターネットに接続さえして

いれば、ネットスケープなどでWWWを利

用しているときでも、自動的に表示できる。

情報はテキストベースなので、高速回線も

必要なく、またサーバープログラムもパソ

コンベースなので、低コストで情報提供サ

ービスを行うことができる。ニュース速報、

緊急時のアナウンス、広告など、さまざま

な応用が考えられる。

インプレス・ラボでは、まず、インプレ

スのサーバーでプログラムを配布し、実験

をした後、改良を重ね、配布方法などを検

討していく。

電子メール●teletext@impress.co.jp

jhttp://www.impress.co.jp/teletxt/

Internet TELETEXTによる文字放送
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■ ピープルがVRML研究会設立People Space契機に

「People Space」をピープル・ワールド

は、VRMLを日本において研究する協議会

「VRML研究会」を96年1月に設立する。

これは同社のパソコンネット「People」内

で、三菱商事が事業主体となり、米国ワ

ールズのVRML+技術を用いて3次元仮想

社会「People Space」のサービスを提供す

ることになったのを契機に発足させるもの。

People Spaceでは、3次元CGを採用した

リアルなアメニティ都市を構築し、通信、

情報収集、教育、買い物、広告宣伝など

の機能を盛り込んでいく。これに関連して

VRML研究会では、低速度ネットでの3次

元モデルのデータ転送の効率化などを研究

する。

問い合わせ●㈱ピープル・ワールド内VRML

研究会事務局TEL03-5561-4170

電子メール●14188056@people.or.jp

■ ＮTTとジャストシステム「JustNet」を共同で構築へ

日本電信電話（NTT）とジャストシス

テムは、ジャストシステムが96年から本格

運用を開始するマルチメディアネットワー

クサービス「JustNet」を共同で構築する

ことで合意した。JustNetはインターネット

で扱われるマルチメディアをそのまま利用

できるネットワークサービスで、両社はま

ず、全国50か所に予定しているアクセスポ

イントを共同で構築。また、28800bpsの

アナログ高速通信に加え、ISDN（同期

64Kbps）を利用したデジタル高速通信ネ

ットワークも構築する。さらに、企画・販

売・プロモーション分野でも協力してJust-

Netの普及を推進し、コンテンツの企画や、

地域ベースでのサービス提供者の獲得も協

力して行う。

問い合わせ●NTTマルチメディアビジネス開

発部TEL03-5359-6263

■ オンライン出版の実証実験日本総合研究所が開始

インターネットでの出版ビジネスを研究

する日本総合研究所は、青山タウン情報誌

を発行するコムプロジェクトと共同で、

「Plug In Aoyama」をオンライン出版した。

同研究所では、インターネットをマスコミ

とミニコミの中間の「ライトメディア」と

して位置づけ、広告収入でこれを成立させ

るビジネスを提言しており、この実証実験

として出版した。コムプロジェクトの情報

誌「AP」のコンテンツのほか、青山界隈

の案内マップや、イベント情報なども提供

する。また、個人情報発信スペースも有料

で設ける。

問い合わせ●㈱日本総合研究所ネットワーク

インテグレーション事業部

TEL03-3423-3240

電子メール●kusunoki@tcom.jri.co.jp

jhttp://Aoyama.Park.or.jp/

■ インターネットで年賀状受注大分市の印刷会社が開始

大分市の印刷会社、双林社がインター

ネット上で年賀状の受注活動を開始した。

大分県のパソコン通信ネット「ニューコア

ラ」が運営するWWWサイト上の「一村一

品バーチャルショップ」内で始めたもの。

注文は、一般、企業、ファミリー、新婚、

商店の各ジャンル別のイラスト入り年賀状

の中から希望する年賀状を選択し、別途注

文用紙に年賀状に印刷する住所、氏名、

電話番号などと、ハガキの種類、注文枚

数、届け先、連絡先などを書き込んで、注

文ボタンをクリックすると、電子メールの

形で同社に送られる。料金は墨1色100枚

の印刷で3,000円。

問い合わせ●㈱双林社TEL0975-36-4111

j

http://heart.coara.or.jp/VSHOP/NewVSHOP

/shop/20shop/20shop.html

■ 山陰インターネット協会発足普及・啓蒙活動に取り組む

山陰インターネット協会が11月16日、

島根県松江市くにびきメッセで設立総会を

開催し発足した。山陰地区におけるインタ

ーネットの健全な発展を基本理念としてお

り、今後、インターネットの普及・啓蒙活

動や、インターネットによる地域振興のた

めのさまざまな活動を行っていく予定。具

体的には「商用利用研究会」「倫理問題研

究会」「通信技術研究会」の3研究会を設

置し、会員相互の情報交換やスキルアップ

の場として活用していく。また、ホームペ

ージを設け、山陰の企業や観光案内などの

総合窓口となるようインデックスを充実さ

せる計画。

問い合わせ●山陰インターネット協会事務局

TEL0859-43-0088

j

http://www.swacom.bekkoame.or.jp/san-in/

■ 米国のWWWサーバーをレンタルマインドウェアがサービス

ホームページ作成代行のマインドウェア

は、米国WWWサーバーの日本ユーザー向

けリセールを開始した。米国のWWWサー

バーを利用することで、低コストで独自ド

メインによるホームページを開設できるほ

か、通信環境もT3の高速回線を使用でき

ることなどが特徴。初期費用はサーバー・

セットアップ料が7万円、画面作成料（30

ページまで）が23万円の合計30万円。運

用費用はサーバーレンタル料が月35,000

円、運用手数料およびメンテナンス料（月

20ページまでのデータ追加・変更）が月12

万円の合計155,000円。

問い合わせ●マインドウェア

TEL048-257-2264

電子メール●mindware@ppp.bekkoame.or.jp

jhttp://www.iijnet.or.jp/mindware/

rental2.html
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■ マルチメディア通信の新会社大手5社が設立へ

セガ・エンタープライゼス、ソニー、

NTT、日本ビクター、ヤマハの5社は11月

13日、新しいマルチメディア通信サービス

の開発およびその事業性を検討する企画会

社を設立することで合意した。新会社の名

称は「ジーアールホームネットサービス株

式会社」。将来スタートするマルチメディア

通信サービス「GrRホームネット」の提供

を目的として、ネットワークの構成を含め

た開発仕様の決定および料金体系などの事

業化プランの策定を行う。同サービスは

ISDNによる接続を基本とする予定であり、

動画・音声対応の電子メールや、通信カラ

オケやゲーム、音楽視聴サービス、オンライ

ンショッピングなど多彩な内容が盛り込ま

れるという。1996年中頃の開始を目指す。

■ コインでインターネット利用エムエーシーが端末無償リース

12月からインターネットに接続を開始す

る熊本市のプロバイダー、エムエーシーは、

インターネットに接続できるコインメータ

ー付きマッキントッシュを「コインマック」

の名称で店舗向けに無償リースする。これ

は、マッキとモデムのセットにより、コイ

ンを投入することでインターネットを利用

できるようにするもの。設置店に対しては、

無コストでインターネット端末を設置でき

るほか、話題性の高いインターネットが利

用できるコインマックを設置することで、

店舗の集客効果が高められることをメリッ

トとしてアピールしている。また、コイン

メーター収益の10％が3か月ごとにまとめ

て設置店に対して支払われる特典もある。

問い合わせ●㈱エムエーシー

TEL096-387-5735

■ 「筑紫哲也ニュース23」毎日WWWでニュース提供

TBS「筑紫哲也ニュース23」のホームペ

ージが開設された。日本のニュース番組と

しては初めて毎日ニュース情報を流すもの

で、オープニングテーマをはじめ、当日の

ニュースラインアップ、特集の予告、「多

事争論」など番組の内容が静止画または動

画と音声により提供される。また、視聴者

からのメール受け付けや、アンケート調査

などのページもある。当日の放送内容がア

ップされるのは22時以降となるが、帰宅が

遅れて放送を見逃しても、番組内容を確認

できる。将来的にはWWWにより収集でき

たデータをもとにした特集を組んだり、海

外からの反応も番組に取り込んでいく意

向。

問い合わせ●TBSテレビTEL03-5571-2861

jhttp://www.tbs.co.jp/news23/

■ コペルニクスがWWW接続キュリオシティも開始

神奈川県のケイネットが運営するパソコ

ン通信サービス「コペルニクス」が、

WWWサーバーへのゲートウェイサービス

をスタートする。先にスタートしたピープ

ルやPC-VANと同様、パソコン通信の手順

のままで接続するもので、専用ソフトをイ

ンストールして、コペルニクス上からクリ

ックするだけで接続できる。

コペルニクスでは、10月よりCD-ROM

と連動したパソコン通信番組「CURIO

CITY Online」もスタートしている。ピー

ス・オン・デマンド社から創刊されたCD-

ROMマガジン「キュリオシティ」と連動

し、3次元の仮想都市でショッピングなど

を楽しめる。

問い合わせ●㈱ケイネットコペルニクスお客

様センターTEL045-633-5110

■ マルチメディアアート大賞NECがWWW上で作品の募集

NECは、パソコンで制作した優れたマル

チメディアアートを表彰するイベント「マ

ルチメディアアート大賞'96」の一環として、

国内外からの作品募集をWWWを利用し

て開始した。同大賞は1988年から開催さ

れているイベントで、パソコンで作成され

た未発表の作品が対象。従来の郵送によ

る受け付けに加え、今回新たにインターネ

ット上でも募集することにしたもの。作品

募集のほか、前回までの受賞作品の紹介

や、質問の受け付けも行う。募集期間は96

年4月15日までで、発表は96年7月下旬。

グランプリ受賞者1名には賞金100万円

（または相当のPC-9800シリーズ）とトロフ

ィが授与される。

問い合わせ●NECマルチメディアアート大賞

事務局TEL03-5458-1777

jhttp://www.meshnet.or.jp/nec_mmart/

■ インターネットとTV放送統合米で「Intercast」推進へ

インターネットとテレビ放送を統合した

新メディア「Intercast」の推進を目的とす

る「Intercastインダストリ・グループ」が、

米国のパソコン、放送、CATV関連の大手

企業により結成された。この新メディアは、

パソコンでテレビ番組を観ながら、番組の

関連情報にインターネットでWWW同様に

アクセスできるようにするもの。96年後半

をメドに対応

パソコンやコンテンツなどの関連製品を

投入していく計画だ。なお、同グループに

は、NBC、CNNインタラクティブ、アメ

リカ・オンライン、ネットスケープ・コミ

ュニケーションズ、パッカードベル、イン

テルなど計13社が参加している。

問い合わせ●インテルジャパン㈱

TEL0298-47-8511

jhttp://www.intercast.org/
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■ cc:mailをWWWで使う新ソフトをロータスが発表

ロータスはインターネットのWWWブラ

ウザー上でcc:Mailのインターフェイスを利

用することができる「cc:Mail World Wide

Web」を発表した。既存のポストオフィス

に接続しているHTTPサーバー上で動作さ

せることでインターネットをcc:Mailネット

ワークの一部として利用できる。価格は

CD-ROM版パッケージが24,000円、10ユ

ーザー分のライセンス料は30,000円。

問い合わせ●ロータス㈱TEL03-5496-3111

[写真]

■ Win95対応ISDN接続セットソフトバンクから発売

ISDN回線を使用してインターネットに

接続できるウィンドウズ95対応の接続セッ

ト 「 NETSCAPE NAVIGATOR+Surf 2

Surf」が、ソフトバンクとエルミックシス

テムから発売された。同期式64Kbpsの通

信が可能なISDNボードとブラウザーのセ

ットで、Infowebなど各プロバイダーの申

し込み割引サービスが受けられるクーポン

も付属している。価格は59,800円。

問い合わせ●㈱エルミックシステム

TEL0120-045690

■ NTT-ITがカード型モデム28800bpsで音声機能付

NTTグループのNTTインテリジェントテ

クノロジは、28800bpsの高速通信が可能

なカード型FAXモデム「ThunderCard

AVF288」を発売した。V.34規格に準拠し

た高速データ通信と、14400bpsのFAX通

信が行えるほか、音声メッセージング機能

も付加されており、ボイスメールや留守番

電話としても使用できることが特徴。エラ

ーコレクションには、 強 力 なM N P -

10/MNP-10ECを採用し、信頼性の高い高

速通信を実現している。また、マルチメデ

ィアメッセージングソフトウェア「Quick-

Link Windows版」を標準添付しており、

データ通信、FAX通信、音声メッセージン

グの各機能を1つのソフトで活用できる。

価格は39,800円。

問い合わせ●NTTインテリジェントテクノロジ

㈱TEL045-651-7511

■ ヤマハのISDN対応PCカード住商マシネックス中部から

住商マシネックス中部は、ヤマハが開発

したISDN対応のPCカード「InfoShuttle

PC30i」を発売した。ISDN回線を通じて

インターネットや遠隔地のLANに接続する

ためのPCカードで、次世代ISDN-PCイン

ターフェイスの標準となるWinISDNをサポ

ートしている。 ネットマネージ社 の

「INTERNET Chameleon」と組み合わせ

ることにより、同期64Kbpsの高速通信が

できる。また、ヤマハのルーター「RT100i」

と組み合わせることにより、128Kbpsのバ

ルク伝送も可能。このほか、3.3V/5V対応

による低消費電力や、ISDNインターフェ

イス用トランスの内蔵によりケーブルにじ

ゃまな突起物がないのも特徴。

問い合わせ●住商マシネックス中部㈱情報通

信チームTEL052-963-2453

電子メール●oku-smc@po.iijnet.or.jp

■ 「INTERNET corega」アライドテレシスが発売

LANビジネスのアライドテレシスは、イ

ンターネット接続ソフト「INTERNET

corega」を発売した。初心者をターゲット

としており、簡単、シンプル、低価格が特

徴。ウィンドウズ3.1 対応で、メール、

TELNET、FTPの各機能のほか、WWW

ブラウザーとして「ネットスケープナビゲー

ター」を標準装備している。価格は9,700

円。また、ユーザーサービスの一環として

ホームページも開設した。内容は、最新製

品情報、同社主催の催しや出展するイベン

ト情報、価格表や写真を含む製品情報、

会社案内などで、このほかLANアダプター

の添付ドライバーソフトを無償でダウンロ

ードできるFTPサイトも併設した。

問い合わせ●アライドテレシス㈱

TEL03-5488-6785

j●http://www.allied-telesis.co.jp/

■ Chameleonの新バージョンネットマネージから発売

ネットマネージジャパンは、ウィンドウ

ズ用 T C P / I P アプリケーション集

「Chameleon」シリーズの新バージョン4.5

日本語版をリリース、新価格で発売した。

新価格は「Chameleon」が59,800円、「同

NFS」が79,800円。アプリケーションが40

種以上に増加し、インターネットアクセス

機能を強化したほか、デスクトップ会議ツ

ールなども追加された。また、ダイアルア

ップ接続専用の「Internet Chameleon」

（19,800円）では、接続設定を簡単にする

「Automatic Internet」機能を追加したほ

か、WinISDNをサポートしてBチャンネル

による128Kbps送信がワンタッチ操作でで

きるようになった。

問い合わせ●ネットマネージジャパン㈱

TEL03-3221-8400

電子メール●info@netmanage.co.jp
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ATMの稼働時間の延長や大和銀行の事件
など、最近は金融業界の話題が多い。お金に
まつわるさまざまな話題を話し合う
fj.life.moneyでも、金融業界についての話で
盛り上がった。「なぜ夜になると手数料を払
わなければならないのか」「銀行の規模はそれ
ぞれ違うのに、なぜ手数料は一律なのか」な
ど素朴な疑問が多数投稿された。購読者の中
に本物の銀行マンもいて、直接それらの問い
に答えたり議論したりすることも見られた。
また、大和銀行の事件から日本の金融事情
の特殊性を話し合う場面もあった。金融に関
して役立つ知識が得られるグループである。

他に投稿するグループがない問題について
話し合うグループ。「他人からもらった中傷の
メールを、その内容がどれだけひどい内容の
ものであるかを分かってもらうためにネットニ
ュース上で公開して良いか」「fjでは所属して
いる大学や会社名を名前とともに名乗る人が
多いが、学歴をひけらかされているようで嫌
だ」というような、fjの文化についての議論
が活発だった。とくにメール著作権の問題に
ついては議論が進むにつれて、ネットニュー
スに投稿された記事の著作権にも話が及んだ。
商用プロバイダーからダイアルアップでインタ
ーネットに接続する人が増えてきたので最近
では初心者による投稿が増えている。それに
つれて、fjニュースグループの文化についての
議論が増えているようだ。

競馬については菊花賞やエリザベス女王杯

など、大きなレースがあったので、投稿数も
増えたようだ。どの馬が勝つか予想を出し合
って話し合う場面もよく見られた。競馬好き
の人は馬券を買う前の参考にすると良いだろ
う。

スキーに関する情報交換をするニュースグ
ループだが、冬が近づくにつれ活発になって
きたようだ。スキー場のオープン情報や交通
情報、「スタッドレスタイヤを買おうと思うの
だがどれが良いか」など役立つ情報が多い。
スキーのテレビ番組についての感想など、読
んで楽しめる記事もある。また、スキー道具
の売買情報も投稿されている。本格的にシー
ズンが始まれば各地のスキー場の積雪状況な
ども交換されるだろう。スキー好きには見逃
せないグループである。

教育に関する話題を話し合うニュースグル
ープ。「中学生の服装自由化について」「アメ
リカと日本の大学の制度の違い」というよう
なまじめな話題も多いが、大学の裏話なども
たまにあり、なかなか楽しめる。11月には
「大学の単位取得に関する噂を聞かせてくだ
さい」という投稿があったが、反響が多く、
盛り上がった。

ペットに関するさまざまな話をするニュー
スグループ。ペットの飼い方や病気になった
場合の対処の仕方など役立つ情報交換が満
載されている。また、ペット自慢の記事もあ
る。最近では「変な猫の好み」というサブジ
ェクトで、飼っている猫の変な性癖の話が投
稿されると「うちの猫はこうだ」という記事
が多数集まるという場面も見られた。もちろ
ん猫以外のペット情報を持っている人もいる
ので、周りに同じペットを飼っている人がい
なくて困っている人などは、質問を投げかけ
てみるとよいだろう。思わぬペット仲間の輪
が広がるかもしれない。

カテゴリーに該当するものがない科学の話
題について話し合うニュースグループ。11月
前半に盛り上がった話題は「血液型と性格は
関係があるのか」「電子レンジにまつわる体験
談」など。血液型の話では議論が進むにつれ
「疑似科学のニュースグループがほしい」とい
うような声も出た。電子レンジの話題につい
ては「発泡スチロールが溶けて温めようとし
た食べ物とくっついてしまったことがある」な
ど、実体験に基づく投稿が多く、高度な科学
議論などはあまり見られない。科学知識にあ
まり自信がない人も気軽に参加できる雰囲気
なので、一度覗いてみてはいかがだろうか。

fj.news.lists,fj.news.group,fj.archives.answersに10月13日に投稿された「Active News-
groups Lists of fj（fj委員会作）」によると10月から11月前半にかけて新設されたニュースグル
ープは以下のとおり。

fj.rec.drink.liquor お酒を楽しむことに関する話題。

新しく作られたニュースグループ

銀行に関する話題で盛り上がった
fj.life.money／fj.soc.economy

著作権に関する議論と学歴論争
fj.misc

競馬予想
fj.rec.sports.keiba

シーズン直前！スキー情報が満載
fj.rec.sports.ski

猫好きが多い？ペットのニュースグループ
fj.rec.pet

血液型性格判断は科学的か
fj.sci.misc

大学での単位取得の噂話
fj.education

News on the NetNews
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キャプチャー機能付きビデオカメラ

今までウィンドウズマシンで動画像を

取り込むにはビデオキャプチャーボード等

が必要であり、ノートブック型では拡張

スロットもないため、扱うことが難しか

った。しかし、ついにマッキントッシュ

で先行して発売されていた人気のモノク

ロビデオカメラがウィンドウズに対応し

た。

■パラレルポート接続のビデオカメラ

なんと言ってもこのビデオカメラは、低

価格で特別なハードウェアを必要としな

いのが特徴だ。パラレルポート（D-

sub25ピンコネクター）とキーボードポー

ト（DINまたはMini-DINコネクター）

に装着して使い、パラレルインターフェ

イスでデータを転送、そしてキーボード

ポートから駆動電源を取っている。これ

なら、ノートブック型ウィンドウズマシン

でも動画を取り込むことができる。

パラレルポートで接続されるため、割

り込みレベルのような面倒な設定もなく、

インストーラーでソフトを組み込むだけで

すぐに利用できる。初心者でもインスト

ールできる。もちろんウィンドウズ3.1、

ウィンドウズ95の両方に対応している。

■ビデオ・フォー・ウィンドウズ対応

のキャプチャリングソフト

2つのアプリケーション「QuickPict」、

「QuickMovie」が付属し、動画、静止

画の取り込みが可能になっている。

QuickPictは静止画をキャプチャリン

グするソフトで、320×240ドットの64階

調のモノクロ画像がBMP形式、TIFF形

式で取り込める。

QuickMovieは160×120の16または

64階調のモノクロの動画を最高24フレー

ム/秒の速度でヴィデオ・フォー・ウィン

ドウズのAVI形式で保存できる。キャプ

チャリングはCPUの性能に依存するため

64階調やフレーム数を多くするにはペン

ティアムが必要だ。16階調でフレーム数

を少なくすれば、386、486でも問題はな

い。典型的な486マシンで160×120ドッ

トで15フレーム/秒の記録ができ、より

フレーム数を上げるなら画面サイズを小

さくし、画面サイズを広げるならフレー

ム数を落とさなければならない。画面サ

イズ、階調、フレーム数の設定は個別に

設定でき、ファイルサイズをコンパクトに

したいときなどに調整することができる。

■CU-SeeMeにも十分対応する仕様

カメラは固定焦点で8インチまで接写

できるが、細かいものを写すには向いて

いない。しかし、画角が65度の広角レン

ズ（35mmカメラの38mmレンズに相当）

が使われており、モニターの上に設置し

て上半身を写し込むには適切だ。明るさ

はf1.9。補助光がない室内でモニターの

前の人物を写すことができるとなれば、

本誌でおなじみのテレビ会議ソフト「CU-

SeeMe」には最適である（多くのマッキ

ントッシュユーザーはQuickCamで参加

している）。

WhitePine社（http://www.wpine.

com/cu-seeme.html）の評価版CU-

SeeMe 1.0A1.1ではウィンドウズ95で

QuickCamが使えるようになっているの

で、さっそく試してみるとなかなか使え

る。QuickCamならシリアルポートや

PCMCIAスロットを使わないので、電池

駆動のTAやカード型TAと併用すれば、

ISDN公衆電話からでもCU-SeeMeで動

画が送れることになる。アイデア次第で

QuickCamはいろいろと使える便利なビ

デオカメラだ。（菊地宏明）

図1 添付ソフトのQuickMovie

図2 CU-SeeMeも簡単に楽しめる

あの「キューカム」のウィンドウズ版がついに登場

Quick Cam
ク イ ッ ク カ ム

for Windows
動作環境：ウィンドウズ3.1、ウィンドウズ95
発売元/問い合わせ：今回は直輸入版を使用、

正規日本販売代理の誠和システムズから近日発売予定
TEL03-5378-0445（誠和システムズ）
価格：23,800円（予価）

本体の外観はマック版と変わらない
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ニフティサーブ専用通信ソフト

ニフティマネージャーは、ウィンドウズ

上でニフティサーブを視覚的に操作でき

るソフトである。米国コンピュサーブの

利用者にはおなじみのコンピュサーブイ

ンフォメーションマネージャーのニフティ

サーブ版と言えるもので、アイコンとプ

ルダウンメニューによって、わかりやすい

操作を実現する。

ニフティサーブマネージャーによるサー

ビスは9月27日から開始されている。フ

ァイルはニフティサーブの専用コーナー

（NIM）からダウンロードできる。また、

専用のサポート会議室も設けられており、

ユーザーからの質問や要望事項、不具合

やトラブル対処などのデータが掲載され

ている。

■ニフティサーブの一部がGUIに対

応

ニフティマネージャーは「わかりにくい

文字ベースのインターフェイスを向上」

させる目的で作られたもので、ニフティ

サーブが根本的にGUI化したというもの

ではない。つまり、もともとコマンドベ

ースで作られているホストに対して、GUI

化できる部分を極力GUIのカバーで被っ

たということになる。また、CBシミュレ

ーターやRT（リアルタイム会議）などの

チャット機能など、一部のメニューはコ

マンドプロンプトモードとなり、ウィンド

ウ内のプロンプトに対してコマンドを入

力する必要がある。

ニフティマネージャーを利用すると、基

本操作についてはコマンド入力やメニュ

ー選択が不要となり、ウィンドウズ上で

メールボックスを開いたり、フォーラムに

参加して発言したりすることができるな

ど、大幅な操作性の向上を見ることがで

きる。またセットアップも簡単となって

おり、モデム設定や接続先の設定なども

一覧リストから選択するだけで完了する。

■電子メールや会議室の利用も簡単に

機能としては、データライブラリから

の複数ファイルの一括ダウンロード、

JPEG画像やNAPLPS画像のオンライン

表示、フォーラムの電子会議室でのペア

レントリンク状態の視覚化、ダウンロー

ド中でも会議室のメッセージが読めるな

ど、コマンドベースでは難しかった高度

な機能を備え、ニフティサーブを使いこ

なしている人にも魅力がある。また、こ

れらの機能はマルチウィンドウ上で並行操

作ができるようになっている。このような

オペレーションは、パソコン通信を始め

たばかりの人には理解しやすいだろう。

■インターネットとの連動

ニフティサーブのインターネット接続

サービスがTELNETやFTPなどのコマン

ドベースのものしか提供されていないた

め、インターネット接続のメニューを選

んだときにはコマンドプロンプトモード中

心となる。しかし、96年春にWWWサー

バーへの接続サービスが予定されており、

近いうちに統合環境が利用できるように

なるかもしれない。

なお、操作性とスピードについては、

通常のマシンで使用するかぎり、とくに

遅いと感じられることはない。ただし、

今後オンラインショッピングの商品画像

表示など、GUIベースのサービスが増え

てくることを考えれば、14400bps以上の

通信速度で利用することが望ましい。

（池田冬彦ikeda@twics.com）

図1 ニフティマネージャーで見たトップメニュー。よ
く使うサービスはGOコマンドリストに登録しておくと
便利。

図2 送信メールをオフラインで作成。送信箱に入れ
ておくと、次の接続時に自動でアップロードしてくれ
る。

図3 セッション設定ダイアログボックス。主要な設定
はここでできる。

ニフティサーブを使いやすくする

NIFTY Manager
ニ フ テ ィ マ ネ ー ジ ャ ー

動作環境：ウィンドウズ3.1
価格：無料
提供元：ニフティ
入手方法：GO NIMでNIFTY Managerサポートコーナーに入り、ダウンロードコーナーからダ

ウンロードする。
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パソコン通信用WWWブラウザー

PC-VANモザイクは、PC-VANのビジ

ュアル通信ソフトPC-VANナビゲーター

と組み合わせてインターネットに接続し、

WWWビューアーとして機能するソフト

ウェアである。このモザイクはイリノイ大

学NCSAで開発されたモザイクが原型で

あり、これを強化したスパイグラス社の

エンハンスド・モザイク2.0の日本語版で

ある。ただし、これはPC-VANナビゲータ

ーと連動して使用することが前提である。

■TCP/IP設定不要の手軽さ

PC-VANナビゲーターでモザイクを利

用することのメリットは、標準でTCP/IP

をサポートしていないウィンドウズ3.1上

で簡単にWWWサーバーにアクセスでき

る点にある。利用はPC-VANの会員であ

ることが前提だが、パソコン通信から簡

単にインターネットの世界に入ることが

できるので、サービスプロバイダーとの契

約の手間やTCP/IPの設定など、まだま

だ敷居の高いWWWサーバーの世界を手

軽に楽しむことができる。また、PC-

VANの基本料金で使用できること、PC-

VANのアクセスポイントが利用できるこ

とは、PC-VANユーザーにとっててっと

り早くWWWサーバーにアクセスするた

めの有力な手段といえる。ソフトはPC-

VAN上で公開されており、ダウンロード

する場合は1000円の追加料金が課金さ

れる（PC-VANナビゲーターは無料でダ

ウンロードできる）。

■PC-VANナビから自動起動

PC-VANモザイクはWin32sシステムで

の使用が前提となる。これはインストー

ラーが自動的にWin32sモジュールをイン

ストールするので、ユーザーはインストー

ラーの指示に従って作業を進めるだけで、

自動的に導入が完了する。リブート後は、

PC-VANナビゲーターからゲートウェイメ

ニューに入るだけで、自動的にPC-VAN

モザイクが起動する（図1）。

機能はオリジナルのエンハンスドモザ

イクとほぼ同様で、WWWサーバーにア

クセスするのに必要かつ十分な機能を備

えている。ホットリストの登録やサーバ

ーの移動などの標準的な機能のほかにセ

キュリティ対策もとられており、実用上

とくに大きな問題はない。また、GIFや

JPEG、BMPのファイルや、AU形式の

サウンドファイルは、ヘルパーアプリケー

ションなし（もしくは付属するMMGVと

いうプログラムを併用）で表示・再生で

きる。

■PC-VANのインターネットサービス

PC-VANモザイクによってPC-VANの

従来のサービスであったインターネットメ

ール、FTP、NetNews、TELNETなど

と組み合わせて、一通りインターネット

の機能をPC-VAN上で利用できるように

なったと言えるだろう。だが、手軽な分

だけ制約もある。PC-VANのインターネ

ットサービスではTCP/IPをサポートして

いないので、この環境で利用するソフト

は利用できない。つまりArchieサーバー

や、好みのメールソフトやブラウザーを選

ぶことはできない。

しかし、いずれにせよ、PC-VANモザ

イクはピープルのワールドトークと同様、

パソコン通信の利用者が手軽にWWWを

楽しむための早道であることはまちがい

ないだろう。

（池田冬彦ikeda@twics.com）

図1 PC-VANモザイクの初期立ち上げ画面。このフ
ァイルはインストール時に添付されている

図2 表示の基本設定。インラインイメージの自動表
示の可否や、リンクの色などを選べる。

PC-VANからWWWを利用できる

PC-VAN Mosaic
ピ ー シ ー バ ン モ ザ イ ク

Ver 1.0
動作環境：ウィンドウズ3.1、メモリ14Mバイト以上、通信速度14400bps以上推奨
価格：ダウンロード時に1000円課金
入手方法：J WWWGWから「WWWゲートウェイサービスコーナー」からダウンロード

PC-VANナビゲーターは、J PCNAVIからダウンロード（無料）
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本誌ですでにお知らせしたとおり、イン

ターネットエキスポでは、まだインターネッ

トを使ったことのない方をはじめ、1人でも

多くの人にインターネットの可能性と楽し

さを体験してもらうために、日本全国に

「パブリックアクセスポイント」を設置する。

パブリックアクセスポイントとは、エキスポ

に参加している企業のショールームやイベ

ント会場、観光地などに、エキスポの用意

する高速バックボーンに接続されたコンピ

ュータを設置し、だれもがエキスポで行わ

れている「パビリオン」や「実験」を見る

ことができるものだ。すでに自宅からダイ

アルアップ接続でインターネットを使って

いる人はエキスポに「行く」ことはできる

が、自宅の環境では動画の実験などは楽し

めないかもしれない。そんな人もパブリッ

クアクセスポイントに出かけていけば、最

先端の環境でインターネットエキスポを見

ることができるわけだ。

これ以外にも、最近流行のインターネッ

トカフェなどでも体験できる予定なので、

来年はぜひあちらこちらのアクセスポイン

トに出かけてみよう！

インターネットエキスポについては、本

誌では何度か取り上げてきたが、実体がつ

かみきれないという声をよく聞く。そこで、

あらためてインターネットエキスポの概要に

ついて紹介しておこう。

■最先端のネットワーク環境と、
それを使いこなしたコンテンツ
や企画を体験できる！

インターネットエキスポは、いままでの

博覧会や展示会のように幕張メッセや晴海

の見本市会場でやるようなものではない。1

年間かけてインターネット上でさまざまな

サーバーが立ち上がったり、インターネッ

トを使った実験やイベントが企画されてい

るのだ。その会場となるネットワークは現

在のインターネットとは別に45Mbpsの超

高速のネットワークで各地を結び、このネ

ットワークを使ってさまざまなイベントが行

われるのだ。

■あなたも会場を
訪れることができる！

もちろん、現在の商用インターネットサ

ービスプロバイダーともエキスポのネットワ

ークは接続される。つまり45Mbpsの回線

につながっているコンピュータよりは快適で

はないが、自宅や勤務先、学校から気軽に

見ることができるというわけだ。高速なネ

ットワーク環境を体験したければ、日本の

各地に用意される予定の「パブリックアク

セスポイント」に出かけていけば、存分に

楽しむことができる。

■パブリックアクセスポイントは
ここにできるぞ！

このリストは11月初め現在で検討してい

る場所です。今後、変更されることも予想

されます。変更は順次このページでも掲載

していきます（カッコ内の数字はバックボ

ーンへの接続速度）。

230 INTERNET magazine 1996/1

1996 WORLD
EXPOSITION

Newsgroup: news. Special.

「インターネットエキスポ'96」は
こういうイベントだ！

インターネットエキスポで用意される
パブリックアクセスポイントはココだ！

「インターネットエキスポ'96」通信 No.3
開催期間：1996年1月1日～1996年12月31日まで

開催まであと1か月に迫った「インターネットエキスポ'96」。
今月はパブリックアクセスポイントを予定している場所を紹介しよう。

●1月開始予定
倉敷芸術科学大学（6M）
岡山県倉敷市連島町西の浦2640

ラフォーレ原宿（45M）
東京都渋谷区神宮前1-11-6 B1

大阪ダイヤモンド地下街（6M）
大阪府大阪市北区梅田1丁目

銀座ソニービル（45M）
東京都中央区銀座5-3-1

●3月までに順次開通予定
心斎橋ソニータワー（6M）
大阪府大阪市中央区心斎橋筋1-1-10

堂島ギャラリ（DDD）（6M）
大阪府大阪市北区堂島浜2-2-28 堂島アクセスビル1F

NECショールーム（東京）（6M）
東京都千代田区内幸町2-2-3 日比谷国際ビルB1F

NECショールーム（大阪）（6M）
大阪府大阪市中央区城見1-4-24

銀座グラフィックギャラリ（6M）
東京都中央区銀座7-7-2 DNP銀座ビル1F

富士通プラザ秋葉原（東京）（6M）
東京都千代田区外神田3-14-10 秋葉原HFビル1F

●京浜急行
品川駅 東京都港区高輪3-26-26

横浜駅 神奈川県横浜市西区高島2-16-1

上大岡駅 神奈川県横浜市港南区上大岡西1-9-23

横須賀中央駅 神奈川県横須賀市若松町2-25

●NTTショールーム（12か所）＊場所回線速度は予定
新宿本社ビル（6M）
東京都新宿区西新宿3-19-2新宿本社1F

霞ヶ関コミュニケーションセンタ（45M／6M）
東京都千代田区霞ヶ関3-2-5 霞ヶ関ビル30F

トーキングポート横浜（6M）
神奈川県横浜市西区高島2-18-1 新都市ビル9F

マルチメディアパークNAGANO（6M）
長野県長野市新田町1137-5 NTT信越ビル1F

プロポ名古屋（6M）
愛知県名古屋市東区東桜1-13-3 NHK名古屋放送センタービルB1F

コミュニケーションプラザアトリオプラザホール（6M）
石川県金沢市香林坊1-1-1

日本橋支店インターネット体験コーナー（6M）
大阪府大阪市浪速区日本橋5-8-21

NTTメディア館（6M）
広島県広島市基町6-78クレド6F

NTT四国マルチメディアプラザ（6M）
松山市一番町4-3 四国INSプラザ1F

NTTショールームi（札幌）（6M）
北海道札幌市中央区大通西2-9 NTT大通2丁目ビル2F

PATIO-Q（6M）
福岡県福岡市博多区博多駅前1-17-21 NTTデータ博多駅前ビル

仙台トークオアシス（6M）
宮城県仙台市青葉区中央4-4-19
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■ノーベル賞授賞式や
カンヌ映画祭も
見られるかもしれない！

では、現在どんなイベントが企画されて

いるのだろうか？　出展する企業の申し込

みは10月24日から開始されたので、各企

業のおもしろい企画も続々登場することだ

ろう。実行委員会で検討されているイベン

トとしては、ノーベル賞の授賞式やカンヌ

映画祭の中継がある。もちろん、動画が流

れるだけではテレビと同じなので、受賞者

の業績などを多次元で見ることができるよ

うなものになるといわれている。これ以外

にも、コンサートや映画の放映、それに96

年の1月1日の朝はオープニングイベントな

ど、楽しい企画が続々出てくると予想され

る。

■入場料はもちろん無料

利用者から見るとインターネットエキス

ポのパビリオンはWWWサーバーのように

見える。このサーバーにアクセスするのに

料金はかからない。つまり入場料は無料と

いうわけだ。

「インターネットワールドエキスポ'96」の

日本組織委員会発足式と、その記者発表会

が10月24日に行われた。日本組織委員会会

長に渡辺文夫氏（東京海上火災保険株式会

社相談役）、副会長に宮津純一郎氏（日本

電信電話株式会社代表取締役副社長）、野

坂邦史氏（国際電信電話株式会社代表取締

役副社長）、石田晴久氏（日本インターネッ

ト協会会長）の各氏が就任した。

記者発表会場では、実行委員長の村井純

氏（慶応義塾大学環境情報学部助教授）か

ら、エキスポの概要と現在の進捗状況につい

て、またこのエキスポの発案者でもあるカー

ル・マラムッド氏（米国インターネット・マ

ルチキャスティング・サービス社長）から米

国および参加各国の状況についての説明があ

った。

これを受け、国内ではエキスポへの出展募

集も開始されることになる。オフィシャルオ

ーガナイザーとしての出展料は1社あたり

2000万円、企業パビリオンの出展料は1社

1500万円、その他スモールビジネスパビリオ

ンや公共パビリオンなどの出展料金は現在検

討中とのことである。10月24日現在でオフ

ィシャルオーガナイザーとしての参加を表明

している企業は、CSK、東芝、ソニー、ソ

フトバンク、東京インターネット、日本ア

イ・ビー・エム、日本サン・マイクロシステ

ムズ、日本シスコシステムズ、日本電信電

話、日本電気、富士通の各社。

開催期間中の「来場者」は全世界で5000

万人、国内でも500万人を見込んでいる。

「インターネットワールドエキスポ」に関し

てのお問い合わせは、つぎのところまで。

●問い合わせ先

インターネット1996ワールドエキスポジショ

ン日本組織委員会事務局

財団法人テレコム高度利用推進センター

東京都港区麻布台1-11-10日総22ビル

TEL：03-3583-2637

FAX：03-3583-2638

URL：http://www.expo96.ad.jp/

INTERNET magazine 1996/1 231

1996 WORLD
EXPOSITION

Newsgroup: news. internet.

日本組織委員会発足！【日本のインターネットワールドエキスポが正式にスタート】

エキスポサーバ／エキスポNOC 

パブリックアクセスポイント 

128Kbit/sTTH中継ノード 

エキスポバックボーン（国内）実効45Mps 

エキスポバックボーン（国際） 

エキスポ提供回線 

東京 

慶應大学（藤沢） 
北陸先端大 

奈良先端大 

大阪大学 

神戸市 

ハウステンボス 

to U.S.A
45Mps

to ASIA
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 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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